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6月
定例会

１世帯当たり、16万2287円（14.87%減）
　平成28年度の国保税は、被保険者の負担軽減のため、前年度の決
算剰余金を充当し、医療分・後期高齢者分・介護分それぞれの所得割、
均等割、平等割が引き下げられました。
　また、地方税法の改正に伴い、医療給付費の基礎賦課限度額、後期
高齢者支援金等賦課限度額が引き上げられたほか、低所得者の負担を
軽減するために算出方法が見直され、５割軽減及び２割軽減の対象が
拡充されました。
　その結果、1世帯当たりの保険税が2万8338円減額され、率にして
14.87％減の16万2287円となりました。

　
6
月
定
例
会
は
6
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
7
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
3
議
案
が
提
案
さ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
請
願
1
件
、
議

員
発
議
1
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
町
政
を
問

い
、
傍
聴
に
は
15
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

医療分基礎課税額
区　分 現　行 改正案 比　較

所　得　割 8.69％ 7.10％ ▲1.59％
均　等　割 21,090円 20,150円 ▲940円

平　等　割
一 般 世 帯 20,070円 19,250円 ▲820円
特 定 世 帯 10,035円 9,625円 ▲410円
特定継続世帯 15,053円 14,437円 ▲616円

介護納付金課税額
区　分 現　行 改正案 比　較

所　得　割 3.46％ 2.72％ ▲0.74％
均　等　割 12,020円 10,670円 ▲1,350円
平　等　割 7,450円 6,150円 ▲1,300円

後期高齢者支援金課税額
区　分 現　行 改正案 比　較

所　得　割 3.21％ 2.37% ▲0.84％
均　等　割 8,080円 6,960円 ▲1,120円

平　等　割
一 般 世 帯 6,930円 6,030円 ▲900円
特 定 世 帯 3,465円 3,015円 ▲450円
特定継続世帯 5,198円 4,522円 ▲676円

※所得割：加入者の所得に応じて課税します。
※均等割：加入者１人につき、定額で課税します。
※平等割：加入者数に関わりなく、１世帯につき、定額で課税します。

　
　
議
員
発
議

発
議
第
5
号

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業

交
付
金
」
に
よ
る
十
分
な
就
学
支

援
を
要
請
す
る
意
見
書

提
出
者
　
近
内
雅
洋

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、「
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業
交
付
金
」
は
、

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支

援
策
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い

ま
す
。

　
福
島
を
は
じ
め
各
被
災
地
で
も
、

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支

援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

支
援
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
今
後

も
必
要
な
財
源
措
置
を
行
い
、
継

続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
子
ど

も
た
ち
の
就
学
を
保
障
す
る
た
め
、

平
成
29
年
度
以
降
も
全
額
国
費
で

支
援
す
る
「
被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
事
業
交
付
金
」
に
よ
る
十

分
な
就
学
支
援
に
必
要
な
予
算
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
※
国
・
関
係
省
庁
等
へ
提
出
し

ま
し
た
。

国民健康保険税決まる
国保税率が引き下げられました

平成28年度

平成28年8月1日発行
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本
会
議
審
議

　
 

賛
否
の
討
論

◎
議
案
第
51
号　

平
成
28
年

度
石
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

反
対  

雇
用
促
進
住
宅
の
取

得
つ
い
て
は
、
過
去
に
何
度

か
町
当
局
と
議
会
で
も
議
論

を
し
、
多
額
の
改
修
費
用
が

雇
用
促
進
住
宅
取
得
に

係
る
耐
震
診
断
委
託
料

に
つ
い
て

６月定例会の審議結果
議案
番号 議　　　　案

議員
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議長

議
決
結
果

根
本
　
重
泰

近
内
　
雅
洋

瀬
谷
　
寿
一

小
木
　
芳
郎

増
子
美
知
夫

草
野
　
伝
明

関
根
　
武
一

渡
辺
　
　
実

瀬
谷
　
京
子

永
沼
　
一
夫

矢
内
　
義
將

中
村
孝
太
郎

山
田
　
英
重

下
山
田
和
雄

議案
第49号

石川町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第50号

石川町家畜貸付条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第51号

平成28年度石川町一般会計
補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ －

請願
第5号

国からの「被災児童生徒就学
支援等事業交付金」による十
分な就学支援を要請する意見
書の提出を求める請願書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
第5号

「被災児童生徒就学支援等事
業交付金」による十分な就学
支援を要請する意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

反 対 賛 成

中
村
孝
太
郎

瀬
谷
　
京
子

山
田
　
英
重

矢
内
　
義
將

永
沼
　
一
夫

渡
辺
　
　
実

関
根
　
武
一

草
野
　
伝
明

増
子
美
知
夫

小
木
　
芳
郎

瀬
谷
　
寿
一

近
内
　
雅
洋

根
本
　
重
泰

か
か
る
こ
と
か
ら
、
取
得
し

な
い
判
断
を
し
て
き
た
経
過

が
あ
る
。

　
私
は
、
こ
れ
か
ら
の
石
川

町
の
財
政
を
考
え
た
と
き
に
、

改
修
に
ど
れ
だ
け
の
費
用
が

か
か
る
の
か
わ
か
ら
な
い
事

業
に
簡
単
に
賛
成
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
、
反
対

し
ま
す
。
　
　
　
　（
中
村
）

賛
成  

若
者
の
定
住
や
住
宅

政
策
を
推
進
す
る
中
、
雇
用

促
進
住
宅
の
活
用
を
検
討
す

る
上
で
、
耐
震
診
断
は
取
得

の
判
断
の
た
め
に
必
要
な
も

の
な
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

（
関
根
）

審
議
結
果
（
賛
11
、
反
2
）

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
。

　
　

第
4
回
臨
時
会

　
第
4
回
臨
時
会
は
、
平
成
28
年

5
月
27
日
に
開
催
さ
れ
専
決
処
分

の
承
認
が
3
件
、
備
品
購
入
契
約

の
締
結
2
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承

認
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
47
号
は
、
役
場
新
庁
舎

の
議
場
の
机
、
演
台
、
雛
壇
等
の

備
品
を
1
1
6
6
万
4
0
0
0
円

で
仮
契
約
。
ま
た
、
議
案
第
48
号

は
、
役
場
新
庁
舎
の
事
務
室
等
の

備
品
を
3
3
7
9
万
6
9
1
5
円

で
仮
契
約
し
た
た
め
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

第
3
回
臨
時
会

　
第
3
回
臨
時
会
は
、
平
成
28
年

3
月
24
日
に
開
催
さ
れ
補
正
予
算

1
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
内
容
は
「
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
事
業
」
を
実
施

す
る
た
め
に
、
子
育
て
支
援
の
拠

点
整
備
費
、
い
し
か
わ
ふ
る
さ
と

教
育
の
推
進
費
、
ま
ち
な
か
の
拠

点
整
備
費
な
ど
、
５
８
７
４
万
１

０
０
０
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
す
。

審
議
の
結
果
は
全
員
異
議
な
く
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議案番号 議　　　　案 議決結果

議案
第43号

平成27年度石川町一般会計補正予算（第
6号） 可決

議案番号 議　　　　案 議決結果

議案
第44号

専決処分の承認を求めることについて
（石川町課設置条例の一部を改正する条例） 承認

議案
第45号

専決処分の承認を求めることについて
（石川町税条例等の一部を改正する条例） 承認

議案
第46号

専決処分の承認を求めることについて
（平成27年度石川町一般会計補正予算−第7号） 承認

議案
第47号

石川町役場新庁舎議場用備品購入契約の締結
について 可決

議案
第48号

石川町役場新庁舎事務室等一般備品購入契約
の締結について 可決

石川町議会だより　188号
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Ｑ
　
購
入
を
前
提
に
計

画
が
進
ん
で
い
る
よ
う

だ
が
。

Ａ
　
耐
震
診
断
の
結
果

が
、
今
後
の
予
算
を
含

め
計
画
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

　
ま
ず
、
4
棟
中
1
棟

分
の
診
断
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

詳
細
な
計
画
を
提
示
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
　
建
物
解
体
後
、
土

地
の
み
を
購
入
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
町
へ
は
土
地
及
び

建
物
を
含
め
た
購
入
打

診
が
あ
り
、
土
地
の
み

の
購
入
は
困
難
で
す
。

Ｑ
　
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
れ
ば
、
1
室
の

改
装
費
が
7
0
0
万
、

1
棟
20
戸
で
諸
経
費
を

含
め
、
概
算
で
1
億
５

０
０
０
万
円
と
の
説
明

だ
っ
た
が
そ
の
根
拠
は
。

Ａ
　
浪
江
町
で
同
年
代
、

同
規
格
で
建
て
ら
れ
た

雇
用
促
進
住
宅
の
改
修

例
を
参
考
に
し
た
金
額

で
す
。

Ｑ
　
町
営
の
住
宅
で
若

者
世
代
限
定
の
入
居
と

い
う
の
は
可
能
な
の
か
。

Ａ
　
制
度
上
、
可
能
で

す
。

Ｑ
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

無
い
5
階
建
で
の
建
物

に
、
今
の
子
育
て
世
代

が
入
居
す
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。

Ａ
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
た
場
合
、
1
戸

当
た
り
の
経
費
が
、
概

算
で
6
0
0
万
円
増
額

と
な
り
ま
す
。
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
購
入
後
は
、
1
棟

の
み
の
改
修
と
の
こ
と

だ
が
、
残
り
の
3
棟
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
入
居
状
況
等
を
踏

ま
え
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
　
仮
に
解
体
す
る
場

合
の
費
用
は
。

Ａ
　
今
の
段
階
で
は
試

算
し
て
い
ま
せ
ん
。

QA

雇
用
促
進
住
宅
耐
震
診
断
費
用

補
正
予
算
5
0
0
万
円
と
は
？

若
者
定
住
支
援
と
し
て
雇
用
促
進
住
宅
を
取
得

す
る
為
、
耐
震
診
断
の
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

常任委員会審査

4号棟

3号棟

2号棟

1号棟

▶
上
空
か
ら
見
た
雇
用
促
進
住
宅
（
４
棟
）

平成28年8月1日発行
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Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

Ａ
　
平
成
28
年
5
月
末

現
在
で
、
約
3
0
0
名

で
す
。

Ｑ
　
申
請
か
ら
交
付
ま

で
の
手
続
き
の
流
れ
は
。

Ａ
　
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
町
が
関
連
事
務
を

委
任
し
て
い
る
「
地
方

公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
」
に

申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
作
成

さ
れ
た
カ
ー
ド
が

町
に
届
き
、
専
用

シ
ス
テ
ム
で
交
付

前
の
設
定
を
行
い
、

申
請
者
に
交
付
通

知
書
を
送
付
し
、

来
庁
交
付
と
な
り

ま
す

　
交
付
の
際
は
、
暗
証

番
号
の
設
定
等
に
15
分

か
ら
30
分
の
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
事
前
に

予
約
い
た
だ
き
、
待
ち

時
間
の
解
消
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
交
付
業
務
の
問
題

点
は
あ
る
か
。

Ａ
　
カ
ー
ド
管
理
シ
ス

テ
ム
の
不
具
合
等
に
よ

る
事
務
処
理
の
遅
れ
、

ま
た
町
で
は
現
在
1
台

の
専
用
端
末
で
業
務
に

対
応
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
付
準
備
に
時
間

を
要
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
専
用
端
末

を
1
台
増
設
し
、
業
務

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
例
措
置
と

し
て
7
、
8
月
に
は
、

日
曜
日
に
交
付
窓
口
を

開
設
し
、
速
や
か
な
交

付
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

QA

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況
は
。

平
成
28
年
５
月
末
現
在
で
、
1
1
6
0
件
で
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

紙上中継

▲来庁交付時の暗証番号等の設定

▲マイナンバーカード

石川町議会だより　188号
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一
般
質
問

質
問　

水
道
事
業
の
現
状

と
新
た
な
課
題
は
。

答
弁
　
平
成
27
年
度
末
の

給
水
人
口
は
、
1
万
１
６

４
４
人
、
給
水
戸
数
４
２

７
２
戸
、
普
及
率
が
72
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。

答
弁
　
簡
易
水
道
統
合
事

業
は
、
平
成
29
年
4
月
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
お

り
、
総
工
事
費
は
7
億
４

０
０
０
万
円
で
財
源
の
一

部
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
る
。

答
弁
　
今
後
は
、
企
業
債

償
還
や
簡
易
水
道
施
設
に

か
か
る
減
価
償
却
費
の
負

担
が
大
き
く
な
る
ほ
か
、

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
や
老
朽

鉄
管
の
布
設
替
工
事
、
漏

水
対
策
事
業
費
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

質
問　

新
浄
水
場
建
設
は

い
つ
か
ら
着
手
す
る
の
か
。

答
弁
　
平
成
35
年
の
供
用

開
始
を
目
標
に
今
年
度
中

に
玉
川
村
と
協
議
に
入
り

来
年
度
に
は
基
本
計
画
を

策
定
す
る
。
玉
川
村
に
は
、

25
％
を
給
水
す
る
予
定
で

あ
る
。

答
弁
　
施
設
は
、

活
性
炭
濾
過
施
設

の
他
、
性
能
の
高

い
凝
集
沈
殿
や
急

速
濾
過
設
備
を
配

備
し
、
浄
水
能
力

を
高
め
、
よ
り
良

い
水
質
を
確
保
す

る
。
概
算
工
事
の

総
額
は
、
約
45
億

円
と
な
る
。

答
弁
　
財
源
は
、

補
助
金
や
、
借
入
金
で
一

般
会
計
か
ら
も
約
14
億
円

の
繰
り
入
れ
が
必
要
と
な

り
、
長
期
に
わ
た
り
資
金

不
足
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
水
道
料
金
の
値
上
げ

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

答
弁
　
原
水
の
取
水
は
、

ダ
ム
直
下
か
ら
数
百
m
の

位
置
に
取
水
池
を
設
け
て

取
水
す
る
。
河
川
の
流
れ

で
攪
拌
さ
れ
、
水
質
に
も

効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

谷
沢
の
一
部
、
坂

路
、
谷
地
地
区
へ
の
給
水
、

更
に
は
、
井
戸
等
利
用
者

へ
の
水
質
検
査
、
深
井
戸

対
策
助
成
な
ど
給
水
区
域

外
住
宅
へ
の
飲
料
水
対
策

を
。

答
弁
　
現
在
の
配
水
量
か

ら
は
給
水
区
域
を
拡
大
す

る
余
裕
は
な
い
。

質
問　

給
水
区
域
外
人
口

は
約
30
％
あ
る
。
今
後
、

多
額
の
税
金
を
独
立
採
算

が
基
本
の
水
道
事
業
に
投

資
す
る
こ
と
に
な
り
、
行

政
の
公
平
と
い
う
点
か
ら

問
題
で
あ
る
。

答
弁
　
町
民
に
対
し
て
は
、

平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
、
給
水
区

域
外
の
人
々
に
も
何
ら
か

の
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

Q
新
浄
水
場
建
設
は

A
平
成
35
年
度
供
用
開
始
を
目
指
す

瀬谷　寿一 議員

▲母畑浄水場の沈殿池

平成28年8月1日発行



7

一
般
質
問

質
問　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
に
着

陸
で
き
ず
に
、
急
き
ょ
福

島
空
港
ま
で
救
急
車
で
運

ば
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
助
か
る
命
も

助
か
ら
な
い
と
い
う
事
も

起
こ
り
か
ね
な
い
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
専
用

ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　
町
の
人
口
減
少
と

あ
わ
せ
て
高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
お
り
、
今
後
の
大

き
な
課
題
と
し
て
早
急
に

検
討
し
ま
す
。

質
問　

障
害
者
の
地
域
社

会
に
お
け
る
共
生
の
実
現

や
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
の
総
合
的
支
援
を
目
的

に
障
害
者
総
合
支
援
法
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
や
町
村
の
障
害
者
相

談
支
援
委
託
事
業
所
か
ら

障
害
者
福
祉
事
業
の
充
実

の
た
め
に
分
庁
舎
跡
地
の

借
上
げ
の
要
望
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　
分
庁
舎
は
、
町
な

か
再
生
行
動
計
画
に
お
い

て
今
後
の
利
活
用
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
要
請
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

変
更
す
る
段
階
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

質
問　

町
内
の
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
手
帳
の
取
得
者

は
9
2
7
名
で
す
。

　

様
々
な
障
害
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
が
自
主
的
に

活
動
で
き
、
気
兼
ね
な
く

集
ま
れ
る
施
設
の
提
供
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
こ
れ
か
ら
の
課
題

と
し
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

質
問　

庁
舎
移
転
に
伴
う

町
民
の
不
便
解
消
の
た
め

約
束
し
た
、
支
所
機
能
の

場
所
と
受
付
時
間
、
職
員

配
置
。
ま
た
新
庁
舎
ま
で

の
送
迎
手
段
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁
　
公
民
館
に
、
窓
口

機
能
を
設
置
し
、
受
付
時

間
は
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で
、
職

員
は
公
民
館
職
員
2
名

で
、町
部
局
と
併
任
で
す
。

送
迎
は
町
所
有
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
利
用
し
、
月
か

ら
金
曜
日
、
現
本
庁
か
ら

新
庁
舎
間
を
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
、
新
庁

か
ら
現
本
庁
ま
で
は
午
前

9
時
30
分
か
ら
午
後
4
時

30
分
ま
で
1
時
間
お
き
と

し
ま
す
。

質
問
　
職
員
駐
車
場
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁
　
新
庁
舎
の
近
く
に

約
3
5
0
0
平
方
㍍
借
り

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
分
庁
舎
跡
地
を
障
害

者
総
合
支
援
法
の
地

域
生
活
支
援
拠
点
に

で
き
な
い
か

Ａ
ま
ち
な
か
再
生
で
進

め
て
お
り
変
更
の
段

階
で
は
な
い

Ｑ
新
庁
舎
供
用
開
始
に
伴
う

町
民
の
不
便
解
消
は

Ａ
公
民
館
に
窓
口
機
能
を

設
置
し
ま
す

中村孝太郎 議員

Q ドクターヘリの専用ヘリポート設置は
A 今後の大きな課題として早急に検討したい

▲分庁舎跡地、障がい者福祉
施設につかえないか

石川町議会だより　188号
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一
般
質
問

質
問　

文
教
福
祉
複
合
施

設
の
概
要
を
伺
う
。

答
弁
　
旧
石
川
小
校
舎
の

一
部
を
耐
震
補
強
、
大
規

模
改
修
し
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、

子
ど
も
遊
び
場
、
公
民
館
、

図
書
館
の
文
教
福
祉
複
合

施
設
に
な
り
ま
す
。

質
問　

公
民
館
は
独
立
館

で
は
な
く
な
り
、
会
議
室

も
減
少
し
、
町
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
　
フ
ロ
ア
面
積
は
広

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

公
民
館
の
人
的
体

制
は
。

答
弁
　
4
月
か
ら
増
員
さ

れ
2
名
に
な
り
ま
し
た
。

質
問　

教
育
委
員
会
が
主

体
性
を
持
ち
、
基
本
計
画

や
基
本
方
針
等
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

答
弁
　
教
育
委
員
会
、
社

会
教
育
委
員
に
お
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
利
用
団
体
等
の
協
議
も

検
討
し
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問　

図
書
室
か
ら
図
書

館
に
な
り
、
何
が
変
わ
る

の
か
。

答
弁
　
公
立
図
書
館
と
し

て
図
書
館
司
書
を
配
置
し

ま
す
。
ま
た
、
面
積
が
広

く
な
り
、
蔵
書
ス
ペ
ー
ス

も
今
ま
で
の
2
倍
確
保
で

き
、
全
国
の
図
書
館
と
の

連
携
も
図
ら
れ
ま
す
。

質
問　

基
本
計
画
策
定
の

考
え
は
。

答
弁
　
図
書
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
し
ま
す
。

質
問　

施
設
名
称
は
、
慣

れ
親
し
ん
だ
公
民
館
、
図

書
館
が
良
い
と
思
う
が
。

答
弁
　
今
後
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

質
問　

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は
。

答
弁
　
体
育
施
設
へ
の
変

換
を
考
え
て
い
ま
す
。
運

営
協
会
の
解
散
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
ま
す
。

質
問　

長
期
的
計
画
を
策

定
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
検
討
し
ま
す
。

質
問　

ス
ケ
ー
ト
場
の
存

続
の
考
え
は
。

答
弁
　
大
規
模
修
繕
が
必

要
に
な
っ
た
時
点
で
廃
止

し
ま
す
。

質
問
　
直
売
所
の
状
況
は
。

答
弁
　
要
望
は
高
い
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
　
い
つ
ま
で
に
。

答
弁
　
早
い
時
期
に
場
所

を
選
定
し
ま
す
。

Ｑ
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

Ａ
長
期
的
に
検
討

Ｑ
直
売
所
の
設
置
は

Ａ
検
討
し
て
い
き
ま
す

Q
公
民
館
、
図
書
館
の
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を

A
社
会
教
育
委
員
、
図
書
運
営
委
員
会
で
検
討
す
る

渡辺　実 議員

▲親しみのある石川町公民館

平成28年8月1日発行
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一
般
質
問

質
問　

雇
用
促
進
住
宅
取

得
に
至
っ
た
理
由
は
。

答
弁
　
町
営
住
宅
の
老
朽

化
、
若
者
世
帯
や
子
育
て

世
帯
に
適
し
た
住
宅
を
確

保
す
る
た
め
、
雇
用
促
進

住
宅
の
活
用
が
有
効
と
考

え
取
得
の
判
断
を
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
耐
震
診

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
整
備
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

事
業
費
と
財
源
は
。

答
弁
　
全
4
棟
の
う
ち
、

１
棟
を
整
備
し
ま
す
。
改

修
費
を
1
戸
当
た
り
７
０

０
万
円
と
し
、
調
査
設
計

費
を
含
め
約
1
億
５
０
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
町
単
独
で
は
困
難
な

た
め
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
す
る

予
定
で
す
。

質
問　

5
階
建
て
住
宅
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
の

は
ど
う
か
と
思
う
が
。

答
弁
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

設
置
せ
ず
に
下
層
部
と
上

層
部
で
家
賃
に
大
幅
な
格

差
を
つ
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

残
る
3
棟
の
維
持

管
理
も
大
変
な
の
で
、
更

地
を
購
入
し
、
使
い
勝
手

の
い
い
低
層
住
宅
を
順
次

建
て
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
改
修
に
よ
り
で
き

る
だ
け
早
く
完
成
さ
せ
、

若
い
人
が
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
を
整
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

整
備
内
容
は
。

答
弁
　
一
階
は
事
務
室
や

図
書
館
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
。
二
階
は
、
子
育

て
サ
ロ
ン
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

屋
内
遊
び
場
等
。
三
階
は
、

公
民
館
機
能
の
会
議
室
、

和
室
、
調
理
室
、
音
楽
室

と
し
、
年
間
7
万
２
０
０

０
人
の
利
用
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

質
問　

事
業
費
と
財
源
は
。

答
弁
　
東
校
舎
の
耐
震
補

強
と
大
規
模
改
修
、
西
校

舎
の
解
体
費
を
含
め
約
6

億
9
2
0
0
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
財
源
の
一

部
に
国
の
空
き
家
再
生
推

進
事
業
補
助
金
を
利
活
用

し
ま
す
。

質
問　

貴
重
な
自
由
民
権

関
係
書
籍
の
展
示
は
。

答
弁
　
図
書
館
に
は
、
サ

ン
プ
ル
的
に
置
く
考
え
で

す
。
今
後
は
、
民
俗
資
料

館
の
利
用
、
さ
ら
に
は
、

記
念
館
な
ど
も
検
討
に
加

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

要
望
　
文
教
福
祉
複
合
施

設
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
十
分
に
町
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ
旧
石
川
小
校
舎
を

文
教
福
祉
複
合
施
設

と
す
る
目
的
は
。

Ａ
子
育
て
支
援
や
生
涯

学
習
の
機
能
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
一
つ

に
集
約
し
相
乗
効
果

を
高
め
ま
す
。

Q 雇用促進住宅取得の理由は
A 子育て若者世代の定住促進のため

▲取得が検討されている雇用促進住宅

瀬谷　京子 議員

石川町議会だより　188号
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●
平
成
30
年
ま
で
、
町

営
住
宅
12
戸
を
建
設
し

ま
す
。
更
に
、
空
き
家

調
査
を
行
い
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
創
設
し
、
活

用
し
ま
す
。
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

●
平
成
27
年
度
に
町
の

住
宅
政
策
の
指
針
と
な

る
「
石
川
町
住
ま
い
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
今
年
度
は
町
内
に

定
住
す
る
目
的
で
住
宅

を
取
得
す
る
若
者
世
帯

や
子
育
て
世
帯
に
対
し

て
、
住
宅
取
得
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
住
者
や
移

住
者
の
住
宅
を
確
保
す

る
た
め
、
空
き
家
実
態

調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
、
民

間
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
活

用
し
た
空
き
家
バ
ン
ク

の
創
設
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
な
か

賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、
若
者
向
け
の
町
営

住
宅
の
建
設
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
基
本
設

計
・
実
施
設
計
を
組
ん

で
建
設
工
事
を
進
め
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

●
送
迎
車
の
駐
車
場
を

検
討
し
た
い
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

●
石
川
小
学
校
は
、
昨

年
の
9
月
28
日
よ
り
、

新
校
舎
で
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
児
童
の

通
学
に
あ
た
っ
て
は
、

安
全
な
送
迎
場
所
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

を
送
迎
車
の
待
機
場
所

と
し
て
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
平
成
28
年
3

月
に
、
駐
車
場
の
舗
装

工
事
を
中
心
に
整
備
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
駐
車
場

は
、
広
さ
約
1
6
0
0

平
方
㍍
で
57
台
の
駐
車

枠
が
あ
り
、
新
校
舎
ま

で
は
、
野
球
場
脇
の
通

路
を
使
い
安
全
に
児
童

が
行
き
来
で
き
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
多
く
の

保
護
者
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

Follow-up Report

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

平
成
27
年
6
月
定
例
会
よ
り

若
者
の
定
住
政
策
の

進
捗
状
況
は

新
石
川
小
学
校
の
送
迎
は

▲整備が図られた送迎車の待機場所

平成28年8月1日発行
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5
月
16
日
、
姉
妹
都
市

で
あ
る
宮
城
県
角
田
市
の

議
会
議
員
と
の
親
善
交
歓

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
26
回
目
と
な
る

親
善
交
歓
会
は
、
角
田
市

に
お
い
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

で
親
睦
を
深
め
て
参
り
ま

し
た
。

　
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
1

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
両
議

員
は
終
始
和
や
か
に
プ

レ
ー
を
楽
し
み
、
結
果
は

石
川
町
議
会
チ
ー
ム
が
優

勝
。

　
来
年
は
、
石
川
町
で
再

開
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

　
５
月
20
日
、
県
内
町
村

議
会
の
広
報
編
集
委
員
、

議
会
事
務
局
職
員
を
対
象

に
、
議
会
広
報
研
修
会
が

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
石
川
町
議
会
か
ら
は
、

６
人
の
広
報
編
集
委
員
が

参
加
し
、
議
会
広
報
サ

ポ
ー
タ
ー
の
芳
野
政
明
氏

よ
り
、「
住
民
に
読
ま
れ

議
会
活
動
が
伝
わ
る
」
を

テ
ー
マ
に
広
報
紙
の
基
本

と
編
集
技
術
を
学
び
ま
し

た
。

　
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
、
今
後
の
紙
面
づ
く

り
に
取
り
入
れ
、
よ
り
良

い
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

姉
妹
都
市

角
田
市
と
の
親
善
交
歓
会

読
ま
れ
る
・
伝
わ
る

　
広
報
紙
づ
く
り
学
ぶ

報告します
議会の活動

▲プレー前の両議員

▲広報紙づくりの編集技術を研修

石川町議会だより　188号
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う
短
く
も
貴
重
な
時
間
を

今
身
体
中
で
実
感
し
て
い

ま
す
。県
立
石
川
高
校
で
、

そ
し
て
こ
の
石
川
町
で
学

ん
で
い
る
幸
せ
を
感
じ
な

が
ら
、
残
り
の
高
校
生
活

を
充
実
し
た
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
6
月
6
日
、
例
年
よ
り

も
早
く
優
雅
に
飛
ぶ
蛍
を

見
つ
け
び
っ
く
り
、
感
動

し
ま
し
た
。
昨
今
、
環
境

の
変
化
の
せ
い
か
、
あ
ま

り
見
か
け
な
く
な
っ
た
蛍

を
増
や
せ
な
い
か
と
悩
ん

で
い
ま
す
。

　
夏
の
夜
に
多
く
の
蛍
を

見
れ
る
よ
う
に
蛍
の
里
作

り
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
て
本
町
で
は
、
長
年

の
念
願
で
も
あ
り
ま
し
た

新
庁
舎
の
完
成
が
外
構
工

事
の
み
と
な
り
、
9
月
5

日
に
供
用
開
始
の
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
気
軽
に
利
用
で
き
る
庁

舎
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
旧
庁
舎
跡
地
の

有
効
活
用
を
考
え
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

山
田
英
重

県
立
石
川
高
校　
　

３
年　

久
保
木　

知
也

学
び
を
糧
に
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　
私
は
、
今
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
パ
ソ
コ
ン

部
で
の
活
動
で
す
。
3
年

生
な
の
で
、
部
活
動
は
6

月
18
日
の
競
技
大
会
を
最

後
に
引
退
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
で
は
上
位
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
商
業
高
校
が
参
加

す
る
中
で
同
じ
場
所
で
戦

う
こ
と
が
で
き
、
自
分
と

し
て
は
満
足
の
出
来
る
結

再生紙を使用しています

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

委 

員 

長　

根
本　

重
泰

副
委
員
長　

瀬
谷　

寿
一

委　
　

員　

近
内　

雅
洋

委　
　

員　

小
木　

芳
郎

委　
　

員　

増
子
美
知
夫

委　
　

員　

山
田　

英
重

【
訂
正
】　
5
月
1
日
発

行
　
№
１
８
７
の
16
㌻

「
未
来
に
向
か
っ
て
！！
」

の
記
事
で
矢
内
千
聖
さ

ん
の
読
み
が
な
は
「
や

な
い
・
ち
さ
と
」
で
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
後
輩

た
ち
に
は
、
私

達
よ
り
更
に
上

の
成
績
を
残
し

て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
二
つ
目
は
、

生
徒
会
活
動
で

す
。
私
は
生
徒

会
長
の
重
責
を

担
わ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
と

て
も
大
変
で
す

が
、
多
く
の
学

校
行
事
を
企

画
・
運
営
し
、

全
て
の
行
事
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ
の
こ
と
を
通
し
て
、

私
は
全
校
生
の
顔
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
生
徒

の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ

か
る
よ
う
な
気
が
し
て
楽

し
い
で
す
。
人
の
上
に
立

つ
こ
と
は
大
変
で
す
が
と

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
て

お
り
、
自
分
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
3
年
間
と
い

未
来
に

向
か
っ
て

−

高
校
生
の
声

−

久保木 知也さん

!!
▶
生
徒
会
総
会
時
の
会
長
あ
い
さ
つ

平成28年8月1日発行
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